
 

 

 生活より 遊びより 

つぼみ 

0歳児 

楽しい雰囲気で食事をする中で、手掴みをした

り、食器に興味を持って使おうとしたりする等、

自ら食べようとする喜びを感じていく 

興味の赴くままに園内を探索し、斜面や段差の昇降、トン

ネル潜り、テーブルでのつかまり立ちなど、環境に応えな

がら多様な姿勢や運動感覚の変化を楽しんでいく 

もも 

1歳児 

楽しい雰囲気で食事をする中で、スプーンや

食器に興味を持ち、食材を掬ったり、寄せたり

するなど、自ら進んで食べる喜びを感じていく 

見立て遊びを通して、食事や睡眠など日々の生活のイメ

ージをあそびの中で再現しながら、友だちや保育者と共

感的なやりとりをする面白さを感じていく 

さくら 

2歳児 

排泄場面では、トイレ内の環境や、一緒に行く

友達の姿に誘われながら、進んでトイレに向か

い、便器で済ませる心地よさを感じていく 

ままごと遊びを通して、食材に見立てて素材の形を変え

たり、食器の玩具を用いて調理しているつもりになったり

するなど想像と創造を混ぜ合いながら遊ぶ楽しさを感

じていく 

 

 

 
（楽譜お入り用の方は担任までお申し出下さい。コピー代として￥10いただきます。） 

 曲 名 作 詞 作 曲 

3歳未満児 

そら 杉本 一久 杉本 一久 

虫のこえ 文部省唱歌 文部省唱歌 

おやさい どこどこ！？ 五明 佐紀 

体操 こどもりずむの もるふぇ （2024年 運動会テーマソング  詞・曲 駒井 哲郎） 

  

  

日 曜 みんなのき Hana保育園 日 曜 みんなのき Hana保育園 

 １ 火  １７ 木  

 ２ 水  １８ 金  

 ３ 木  １９ 土  

 ４ 金  ２０ 日  

 ５ 土  ２１ 月 敬老の日 

 ６ 日  ２２ 火 休日 

 ７ 月  ２３ 水 秋分の日 

 ８ 火  ２４ 木  

 ９ 水 いくじいず/さくら三室戸見学会 17:00 ２５ 金  

１０ 木  ２６ 土  

１１ 金  ２７ 日  

１２ 土  ２８ 月  

１３ 日  ２９ 火  

１４ 月 避難訓練 ３０ 水  

１５ 火     

１６ 水 誕生会    



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三室戸こども園見学・説明会 

９月９日（水）１７:００～１８:００（現地集合） 

さくらぐみの保護者の方を対象に 3 歳以上児の保育内容の説明と

みんなのき三室戸こども園の園舎の案内をします。 

落し物展示 

保育室に落し物の展示を行っています、定期的にご確認くださ

い。長期間持ち主が不明な落とし物と、玄関前の傘立てに数日間置

かれている傘は取り扱いを保育園に一任させていただきます。  

すべての持ち物にわかりやすく名前を記入してください。また、薄くな

っている・消えているものがないかの確認もあわせてお願いします。 

 
七夕祭り 8月 5日 

織姫星のベガと彦星のアルタ

イルが夜空に美しく輝く、旧暦に

近いこの季節に、園では七夕祭

りを行っています。 

 

アンケートへのご協力ありがとうございます！ 

27／35（回答率 77.1） 

行事の楽しさ、保護者や職員との交流、遊びの環境、食育など

すべての項目で「満足・やや満足」が 100％となり、子どもが自分

で遊びを選べる環境や、保育者の丁寧な関わり、普段の遊び・食

事の姿を知る機会として高く評価していただきました。 

いただいたメッセージは全スタッフで共有し、励みをいただきまし

た。保育の質の向上につなげたいと感じています。 

【自由記述の一部抜粋】「保育者 1人 1人が熱い想いを持って子

どもと接してくれている」「高いおもちゃではなく、身近な素材でこ

んなに遊べるのかと感心した」 「普段の保育の様子も教えていた

だき、安心につながった」 「離乳食の大きさ・量が参考になりまし

た」「子どもの動きを追って他の保護者と十分に話せなかった」等 

親子 de遊ぼう day 8月 21日 

ご参加をいただき、誠にありがとうござい
ました。子どもと保護者の皆さんのイキイキ
とした表情が印象的でした。 
現在は、不確実で先行きの見えにくい時
代だと言われています。そのような時代を
生きるうえで大切になるのは、感受性・柔
軟性・協働性・・・環境や人と関わりながら、
その「あいだ」で、しなやかに寄り合う力だ
と考えています。こうした力は、誰かから一
方的に教えられるものではなく、さまざまな
環境や人と出会い、心と身体を動かし合う
なかで育まれていきます。その豊かな場と
なるのが「遊び」です。これからも、遊びの
中で深く体験される「生きる喜び」を子ど
もと分かち合っていきたいと考えています。 

お昼の前の食育タイム。大豆をテーマ

にお話ししました。沢山食べてね！！ 

生きる喜びを自分たちで

つくっていくライフスタイル

を子どもと共に！ 

多様な素材から生まれ

る様々な遊びを満喫 

ご飯もスペシャルメニュー！ 

子ども達とご家族の健康を星へ祈って・・・ 

 


